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発明の概要 

2018年5月分注目特許 No.1 

特徴 

 関連分野  電気機械、電子部品・素子、業務用機械、陸上輸送機械、海・空等輸送機械、運輸サービス、専門技術サービス 

放送・通信 低コスト・小型化と高分解能化を両立した超音波アレイセンサシステム 

 受波素子を多く使用したシステムと同等の検
出精度が得られる超音波アレイセンサシステム 

 従来技術では、受波素子の使用数を減らした場
合、受波素子を多く使用したシステムと同等の検
出精度が得ることは困難であった。本発明では、
遅延加算演算部から出力される遅延加算結果値
のデータを、そのまま利用するのではなく、強調
フィルタ部を通した後に、画像生成や物体検知等
に利用するようにした。そして、本発明の強調フィ
ルタ部では、超音波アレイセンサの走査角度と相
対感度の関係をグラフで示したときに、検出対象
物が存在する位置のピーク信号の角度分解能が
向上するようにピーク信号を強調する処理が行わ
れるため、検出精度を低下させることがない。 

代表図 

１  超音波アレイセンサシステム 
２  超音波受波素子部  ３  ＡＤ変換部  ４遅延加算演算部 
５ 強調フィルタ部     ６  出力エリア抽出部 
１１ 超音波  １２ アナログ信号  １３ デジタル信号 
１４ 遅延加算結果値のデータ  １５ 強調演算結果 １６ 出力データ 



  応用の可能性 

など 

衝突防止センサ 

自動ドア開閉センサ コンベア上の荷物確認センサ 
非破壊検査用センサ 

飲食料内異物検査用センサ 

施設侵入者検知センサ 



  応用の可能性/活用企業例/最新動向 

本ページの情報は2018年7月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。 

応用の可能性 

株式会社プロアシストの当発明に関する最新動向 

・衝突防止センサ 

・自動ドア開閉センサ 

・コンベア上の荷物確認センサ 
など 

本技術の活用が見込める企業の一例 

・同社WEBサイトには「スターアイ・センサユニット」という名称にて超音波アレイセンサの製品化に取り組んでい
る旨の記載があります。 
（http://www.proassist.co.jp/solution/hard/stareye.html） 

・非破壊検査用センサ 

・飲食料内異物検査用センサ 

・施設侵入者検知センサ 

・株式会社ホトロン 

・ナブテスコ株式会社 

・株式会社デンソー 

など 

・関西オートメイション株式会社 

・岡谷精立工業株式会社 

・パナソニック株式会社 

・オムロン株式会社 

・富士エレクトロニクス株式会社 

・キリンテクノシステム株式会社 

http://www.proassist.co.jp/solution/hard/stareye.html

